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荒あ
ら
木き

前ま
え
遺
跡　

江
南
区
城
所
一
丁
目

　

亀
田
砂
丘
の
西
端
部
に
立
地
す
る
平
安
時
代
と
中
世
が
中
心
で
、
縄

文
時
代
中
期
・
後
期
、
古
墳
時
代
、
奈
良
時
代
の
遺
物
も
少
量
認
め
ら

れ
る
遺
跡
で
あ
る
。
城
所
の
鎮
守
で
あ
る
熊
野
神
社
の
裏
手
（
南
側
）

の
、
緩
や
か
な
砂
丘
西
斜
面
一
帯
が
遺
跡
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
標
高

は
、
最
も
高
い
熊
野
神
社
で
お
お
よ
そ
二
・
七
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
西

１１
２２

３３

斜
面
と
沖

ち
ゅ
う

積せ
き

面
と
の
境
に
は
、
亀
田
排
水
路
が
通
っ
て
い
る
。
こ
の
水
路
は
、
横
越
方

面
か
ら
流
れ
下
り
、
栗く

り

ノの

木き

川が
わ

に
合
流
す
る
河
川
で
あ
っ
た
が
、
今
は
緑
道
化
さ
れ
て

い
る
。
沖
積
面
に
は
、
こ
の
川
に
由
来
す
る
自
然
堤
防
が
点
在
し
て
い
る
。

　

平
成
元
（
一
九
八
九
）
年
、
宅
地
造
成
の
事
前
調
査
で
、
亀
田
町
教
育
委
員
会
が
神

社
の
西
側
隣
接
地
約
二
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
発
掘
調
査
し
、
平
成
六
年
に
約
四
〇

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
発
掘
調
査
し
た
。
調
査
で
は
、
平
安
時
代
と
中
世
の
遺
構
・
遺
物

が
多
く
見
つ
か
っ
た
。

　

中
世
の
遺
構
は
、
掘ほ

っ

立た
て

柱ば
し
ら建
物
跡
が
一
〇
棟
、
井
戸
が
一
一
基
の
ほ
か
、
空か

ら

堀ぼ
り

と
推
定
さ
れ
た
溝
が
一
条
、

畑
の
畝
の
跡
と
見
ら
れ
る
小
溝
な
ど
が
あ
っ
た
。
遺
物
は
、
日
常
雑
器
で
あ
る
素
焼
き
陶
器
（
珠す

洲ず

焼
・
越
前

焼
）
の
擂す

り

鉢ば
ち

・
甕か

め

・
壺つ

ぼ

が
最
も
多
く
、
施せ

釉ゆ
う

陶と
う

器き

（
瀬
戸
美
濃
焼
）
の
天て

ん

目も
く

茶ち
ゃ

碗わ
ん

・
丸ま

る

碗わ
ん

・
徳と

っ
く利りや

、
青
磁
・

図239　遺跡の位置　１,
荒木前遺跡　2,中の山遺
跡　3,貝塚遺跡　5万分１
地形図「新潟」

図240　熊野神社
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第３章　平野の遺跡

0 20m

平成6年調査区

10（神社裏）

平成元年調査区
畝状遺構

井戸

掘立柱建物

溝

白
磁
・
染そ

め

付つ
け

（
中
国
産
磁
器
）
の
皿
・
碗
類
の
ほ
か
、
瓦
質
土
器
で

作
ら
れ
た
香
炉
も
出
土
し
た
。
石
製
品
で
は
砥と

石い
し

の
ほ
か
、
石い

し

臼う
す

や

五
輪
塔
の
一
部
（
水
輪
）
が
あ
り
、
銭
貨
も
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
の

遺
物
の
年
代
は
十
三
〜
十
六
世
紀
で
あ
る
。

　

遺
跡
周
辺
に
は
、
十
四
世
紀
に
城
所
の
手て

代し
ろ

山や
ま

に
北
条
家
が
柵さ

く

を

構
え
、十
六
世
紀
に
は
上
杉
家
の
武
将
荒
木
氏
が
日ひ

水み
ず

を
居
城
と
し
、

熊
野
神
社
は
荒
木
氏
の
霊
を
祭
る
社
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
伝
承
と
、
周
辺
が
中
世
遺
跡
の
密
集
地
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
平
成
元
年
の
調
査
で
は
、
遺
跡
は
在
地
領
主
層
の
遺
跡

と
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
、
平
成
六
年
の
調
査
で
は
、
本
遺
跡
と
中
の

山
遺
跡
・
貝
塚
遺
跡
は
、
遺
跡
の
広
が
り
か
ら
見
て
同
一
遺
跡
で
あ

る
と
い
う
見
解
が
出
さ
れ
た
。
中
の
山
遺
跡
で
は
、
運
河
的
機
能
を

持
つ
と
推
定
さ
れ
る
溝
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
流
通
都
市
的
な
要
素

が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
中
世
の
荒
木

前
遺
跡
は
、
在
地
領
主
層
や
諸
商
人
な
ど
、
様
々
な
人
が
居
住
し
た

大
遺
跡
の
一
画
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

図241　中世の遺構配置　『荒木前遺跡』『荒木前遺跡Ⅱ』から作成


